土砂災害対応マニュアル
　　　　　　　　　　　社会福祉法人
横浜博萌会　　　横浜いずみ学園

１　目的

　　このマニュアルは、横浜いずみ学園近隣で土砂災害の発生又は発生の恐れがある場合に対応すべき必要な事項を定め、土砂災害から人命を確保すると共に、被害の軽減に資することを目的とする。

２　マニュアルの適応範囲

　　このマニュアルは、横浜いずみ学園職員、子ども及び施設に出入りする全ての者（以下「利用者等」と言う）に適応する。

３　施設管理者の責務

　　施設管理者（園長）は、横浜いずみ学園における土砂災害による被害の軽減について、全ての責任を有すると共に、本マニュアルに基づき施設職員を指揮し、利用者等の人命を確保する。

　　また、気象情報などの警戒避難に関する情報を早期に入手するために横浜市の配信する防災情報Ｅメールの受信登録を行う。

４　施設職員の責務

　　施設職員は、施設管理者の指揮の下利用者等の人命の確保のため、本マニュアルに基づき必要な措置を迅速に果たすものとする。

５　利用者等の責務

　　利用者等は、施設管理者の指示に基づき、土砂災害から身を守るために避難誘導等に従うものとする。

６　各係の任務と組織

（1） 各係の任務

　　　Ａ　指揮係

　　　　　施設管理者の支援を実施し、各係に必要な事項を指示する。

　　　Ｂ　情報伝達係

　　　　　戸塚区役所総務課から送付される、気象情報、土砂災害警戒警報情報、避難準備情報、勧告、指示などの情報を確実に入手し、指揮係に伝達する。また、情報収集係等が入手した情報（がけ崩れの前兆現象や被災した際の被害状況など）を適宜、区役所・消防署へ報告する。

　　　Ｃ　避難誘導係

　　　　　避難準備情報、土砂災害警戒情報及び避難勧告等が発令された場合やがけ崩れの前兆現象などを発見した場合に、利用者等を安全な場所へ避難誘導する。

　　　Ｄ　情報収集係

　　　　　テレビ･ラジオ･インターネットなどを活用した情報収集、がけ崩れの前兆現象の把握および被害情報等を収集し、指揮係及び情報伝達係へ必要事項を伝達する。

　　　※各係は兼務で行われることがある。

（２）組織図

　＜昼間体制＞

　※（　）は＜休日体制＞


[image: image1]
　　＜夜間体制＞

　
[image: image2]
　※夜間体制は18:00～とする、また21:30以降は兼務及び緊急参集の体制で行う。

７　情報伝達系統図

　（１）戸塚区役所からの情報（気象情報、土砂災害情報、避難準備情報、避難勧告・指示）

　　戸塚区役所総務課     　      情報受伝達係      　　指揮班係　　 ➡　施設管理者
　　TEL 045-866-8307   ➡➡➡　当日該当係職員 ➡　 当日該当係職員　口頭
    FAX 045-881-0241   FAX　　　　　　　　　　口頭　　　　　　　　➡  その他の係
　　　　　              E-mail

　　※区役所からのFAX送付票の定型書式あり
　（２）施設から区役所及び消防へ発信する情報（がけ崩れ前兆現象、被害情報、その他）

　　情報収集係　　口頭　　 指揮係　　　　➡　施設管理者     　     　 戸塚区総務課
　　当日該当係職員　➡　当日該当係職員　　 ➡　情報受伝達係　　 ➡➡➡　 TEL 045-866-8307
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　当日該当係職員　  TEL　　FAX 045-881-0241
                                                                 FAX   　　 戸塚消防署

  ※かけ崩れ発生等緊急の場合直接119番通報   　　　　　　　　　　　　  TEL 045-881-0119
                                                                    　　 又は119番通報

　（３）緊急連絡先一覧

	名　　　　　　　　称
	電　　　　　話
	ファクシミリ
	Ｅ　メ　ー　ル

	戸塚区役所総務課
	045-866-8307
	045-881-0241
	totsuka@city.yokohama.jp

	戸塚消防署
	045-881-0119
	045-881-0119
	

	戸塚警察署
	045-862-0110
	045-862-0110
	

	横浜市まちづくり調整局

宅地企画課
	045-671-2948
	
	

	子どもの虹情報研修センター
	045-871-8011
	045-871-8091
	info@crc-japan.net

	しらゆり園
	045-861-1112
	
	


８　事前対策

　台風等の接近であらかじめ土砂災害の危険性が高まることが予測される場合は、夜間当直職員の増員や通所の中止等を検討すると共に、各職員の役割分担を再確認する。

９　避難誘導等

　（１）避難誘導の原則

　　　　施設外避難を原則とするが、がけが崩れ始めた場合等「緊急でやむを得ない場合」はがけ斜面反対側の施設２階男子側に避難誘導する。

　（２）避難の判断

　　　Ａ　自主避難の判断

　　　　　次の①～⑩土砂災害の前兆現象を確認した場合は、戸塚区役所からの情報を待つことなく直ちに避難を開始する。

　　　＜土砂災害の前兆現象＞

1 がけから小石がパラパラと落ちる。

2 がけの表面に水が流れ出す。(湧き水の増加)

3 がけから水が噴出す。(新たな湧き水の発生)

4 がけからの水が濁りだす。

5 がけの樹木が傾く。

6 樹木の根が切れる音がする。

7 樹木の倒れる音がする。(倒木)

8 がけに割れ目が見える。

9 斜面が膨らみ出す。

10 地鳴りがする。

※前兆現象を確認するために、がけに近づく事は危険であるので、施設内から確認できる範囲で行うこと。

　　　Ｂ　区役所等からの情報に基づく判断

1 大雨洪水警報➡避難準備開始

2 避難準備情報又は土砂災害警戒警報➡避難開始

3 避難勧告➡避難開始

4 避難指示➡避難開始

　（３）避難方法

　　　　避難誘導係を先頭に徒歩による避難。

　（４）避難経路の選定

　　　　施設内の避難経路は別紙１の通りとする。（施設内に避難路を掲示する）

　（５）施設外避難

　　　　　緊急時又はやむを得ない理由の場合以外、基本的に昼間は「子どもの虹情報研修センター」研修室。夜間、休日は「しらゆり園」機能回復室及び「汲沢地域ケアプラザ」多目的室に徒歩にて一時避難する。

　（６）地域との連携

　　　　　災害時特別避難場所に指定されているため、要請があった場合は施設を開放する。

１０　防災教育

　　施設管理者は、土砂災害の危険性や前兆現象など、警戒避難体制に関する事項を職員に教育

　し情報伝達や自主避難の重要性を理解させる。

　（１）教育内容

　　　Ａ　土砂災害の危険性

　　　Ｂ　土砂災害の前兆現象

　　　Ｃ　情報伝達体制

　　　Ｄ　避難判断・誘導体制

　　　Ｅ　マニュアルの周知

（２）教育時期

　　出水期を迎える「５月中旬」「９月初旬」に防災教育を行う。

１１　訓練

　　訓練は教育時期に合わせて実施する。

（１）訓練内容

　　Ａ　情報受伝達訓練　　Ｂ　避難判断訓練　　Ｃ　避難誘導訓練　　Ｄ　避難訓練

（２）訓練検証

　　　訓練実施後は、訓練参加者で訓練状況･内容の検証を行い、本マニュアルの修正に反映さ

せる。

　

このマニュアルは平成22年 4月 1日より施行する。

　　　　
　　　　
＜添付資料＞

別図１　屋内避難経路図　　　　　　　　　　　別図２　施設周辺状況図　

別図１
屋　内　避　難　経　路　図
１階平面図
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2階平面図　　(緊急の場合斜線部へ避難)
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指揮統括


施設管理者


園長　髙田治





指　揮　係


Ｂ１男性職員


Ⓑ　　職　員


(Ｂ勤男性職員)





避難誘導係


Ａ男性職員


Ｃ女性職員


(Ｃ勤男性職員)





情報収集係


Ａ女性職員


Ｃ男性職員


(Ｂ勤女性職員)





情報伝達係


Ｂ１女性職員





(Ａ勤職員)





指揮統括


施設管理者


園長　髙田治





指　揮　係


当直男子職員(兼務)





避難誘導係


当直男子職員(兼務)


Ｄ勤職員





情報収集係


当直女子職員(兼務)


Ｃ勤女子職員





情報伝達係


当直女子職員(兼務)


Ｃ勤男子職員








